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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。
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一般財源の比率（％） 25.7 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　大規模改修は実施したものの、一部の設備等につい
ては今後更新等が必要なため、計画的な維持補修を行
います。また、新型コロナウイルス感染症拡大などの状
況に対応するとともに、多様なニーズに応えるために、
動画配信設備の整備など、施設の在り方についても検
討します。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　安定的な施設運営を
目指します。

事業概要

　文化会館管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

　大阪北部地震の影響により平成３０年６月１８日から大ホールの利用を休止し、令和元年７月１日から
令和２年８月末まで改修工事により休館しました。令和２年９月１日の開館後は、新型コロナウイルス感
染症の影響により使用に制限がある中、市制施行８０周年、開館３５周年、リニューアルオープン記念
事業も併せて、鑑賞型事業、創造型事業、市民参加型事業など様々な事業を実施しました。

（１）文化会館管理業務
・開館日数　　　　平成３０年度…３３１日、令和元年度…８５日、令和２年度…１９０日
・貸館利用率　　 平成３０年度…４９．１％、令和元年度…４８．６%、令和２年度…４３．５％
・入場者数　　　　平成３０年度…２６８，０６５人、令和元年度…６３，４４３人、
　　　　　　　　　　　令和２年度…１０２，０４１人
（２）施設の修繕
・大ホール屋上防水補修、中ホール屋上防水補修及び外壁文字看板工事、防犯カメラ等修繕、直流電
源蓄電池更新修繕等を行いました。（９，０７７千円を執行）

決算額　(千円) 3,711,198
※課題があるものは■

管理事業 文化会館事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 文化会館管理事業
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